
－ 31 －

周
作
人
訳
『
枕
草
子
』
の
経
緯
と
実
態

―
― 

「
未
出
版
」
を
中
心
に 

―
―

張　
　
　

培　

華

要　

旨

　

中
国
現
代
名
人
で
あ
る
魯
迅
の
本
名
は
周
樹
人
（
一
八
八
一
～
一
九
三
六
）
で
あ
る
。
周
作
人
（
一
八
八
五
～
一
九
六
七
）
は
魯
迅
の
弟
で
あ

る
。
本
稿
で
は
、
周
氏
兄
弟
の
関
係
か
ら
、
周
作
人
が
日
本
古
典
文
学
を
翻
訳
す
る
ま
で
の
経
緯
を
述
べ
、
特
に
人
民
文
学
出
版
社
か
ら

一
九
五
九
年
に
依
頼
さ
れ
た
『
枕
草
子
』
の
翻
訳
は
、
周
作
人
が
一
九
六
一
年
に
完
訳
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
な
ぜ
当
時
出
版
し
な
か
っ
た
の
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
近
年
公
開
さ
れ
た
周
作
人
の
日
記
や
友
人
の
手
紙
か
ら
、
そ
の
原
因
と
理
由
及
び
実
態
を
考
察
し
て
み
た
い
。
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周作人訳『枕草子』の経緯と実態（張）

一　

は
じ
め
に

　

世
界
文
化
名
人
で
あ
る
魯
迅
の
本
名
は
周
樹
人
で
あ
る
。
周
作
人
は
周
樹
人
の
弟
で
あ
る
。
二
人
と
も
日
本
で
の
留
学
経
験
が
あ
り
、

中
国
に
帰
国
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
優
れ
た
業
績
か
ら
見
る
と
、
と
も
に
中
国
現
代
文
化
を
建
設
し
た
名
人
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
時
に
二
人
と

も
日
本
文
学
の
翻
訳
や
紹
介
し
た
業
績
も
著
し
い
。
ま
た
兄
魯
迅
よ
り
周
作
人
の
方
が
多
く
の
日
本
古
典
文
学
を
翻
訳
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
に
注
目
し
た
い
。
い
つ
、
ど
ん
な
状
態
の
中
で
、
周
作
人
は
日
本
古
典
文
学
を
翻
訳
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。
ま
た
、
一
九
五
九
年
、

人
民
文
学
出
版
社
か
ら
周
作
人
に
依
頼
し
た
翻
訳
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
枕
草
子
』
で
あ
っ
た
が
、
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
。
周
知
の

よ
う
に
、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
枕
草
子
』
の
底
本
は
三
巻
本
系
統
本
で
あ
る
。
周
作
人
が
一
九
六
一
年
に
完
訳
し
た
『
枕
草
子
』
は
明

ら
か
に
能
因
本
系
統
本
、
つ
ま
り
池
田
亀
鑑
が
校
正
し
た
岩
波
文
庫
版
の
北
村
季
吟
『
春
曙
抄
』
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
「
未
出
版
」
の

原
因
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
近
年
、
公
開
さ
れ
た
周
作
人
の
日
記
や
友
人
の
書
簡
な
ど
の
新
し
い
資
料
に
よ
っ
て
、

当
時
の
周
作
人
の
翻
訳
の
実
態
と
生
活
状
況
を
改
め
て
考
察
し
た
い
。

二　

周
作
人
と
魯
迅
及
び
「
周
恩
来
」
へ
の
手
紙

　

魯
迅
（
周
樹
人
）
が
中
国
の
浙
江
省
の
紹
興
府
に
生
ま
れ
た
四
年
後
、
一
八
八
五
年
一
月
十
六
日
、
周
作
人
が
誕
生
し
た
。

　

周
樹
人
は
、
一
九
〇
二
年
三
月
二
十
四
日
、
故
郷
を
離
れ
、
南
京
で
船
に
乗
り
上
海
を
経
由
、
四
月
四
日
、
横
浜
に
到
着
、
日
本
で
の

留
学
を
始
め
た
。
四
年
後
、
一
九
〇
六
年
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
周
樹
人
は
母
親
の
命
で
帰
省
、
朱
安
女
士
と
完
婚
し
た
。
同
年
、
周
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作
人
は
兄
周
樹
人
に
同
行
し
て
日
本
で
の
留
学
を
始
め
た
。

　

一
九
〇
九
年
三
月
、
周
氏
兄
弟
（
周
樹
人
と
周
作
人
）
は
合
訳
し
た
『
域
外
小
説
集
』
の
第
一
冊
を
出
版
し
た
。
同
年
七
月
、
第
二
冊

を
出
版
し

( 1

(

た
。
同
年
八
月
、
周
樹
人
は
中
国
に
帰
国
。
周
作
人
は
日
本
人
の
女
性
と
結
婚
、
日
本
に
残
っ
た
。
一
九
一
一
年
五
月
、
周
樹

人
は
、
日
本
に
訪
れ
周
作
人
夫
婦
に
中
国
に
帰
国
を
促
し
た
。
同
年
十
月
、
周
作
人
は
日
本
人
の
妻
を
連
れ
て
、
故
郷
の
浙
江
省
の
紹
興

府
で
暮
ら
し
始
め

( 2

(

た
。

　

一
方
、
周
樹
人
は
、
一
九
一
二
年
、
当
時
の
中
国
教
育
部
の
僉
事
に
任
命
さ
れ
、
社
会
教
育
司
第
一
科
科
長
に
も
任
命
さ
れ
た
。
さ
ら

に
一
九
一
五
年
、
周
樹
人
は
、
教
育
部
に
支
配
す
る
通
俗
教
育
研
究
会
の
小
説
股
主
任
に
任
命
さ
れ
た( 3

(

。

　

一
九
一
八
年
、
三
十
八
歳
の
周
樹
人
は
、
初
め
て
「
魯
迅
」
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
、
『
新
青
年
』
雑
誌
第
四
巻
第
五
号
に
『
狂
人
日
記
』

を
発
表
し
た
。

　

魯
迅
の
紹
介
に
よ
り
、
周
作
人
は
北
京
大
学
の
教
職
を
得
た
。

　

一
九
一
九
年
、
魯
迅
は
、
故
郷
へ
帰
り
、
母
親
と
紹
興
か
ら
北
京
の
八
道
湾
に
引
っ
越
し
た
。
周
作
人
夫
婦
も
八
道
湾
で
魯
迅
と
一
緒

に
暮
ら
し
て
い
た( 4

(

。

　

一
九
二
〇
年
、
魯
迅
は
北
京
大
学
と
北
京
高
等
師
範
学
校
に
講
師
と
招
聘
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、
周
作
人
は
、
八
道
湾
の
周
氏
自
宅
に

「
新
し
い
村
」
北
京
支
部
を
設
立
し
た
。
日
本
の
「
新
し
い
村
」
の
作
家
達
と
直
接
連
絡
を
と
っ
て
い
た
。

　

一
九
二
三
年
六
月
、
再
び
周
氏
兄
弟
は
各
自
の
翻
訳
を
合
わ
せ
て
、
『
現
代
日
本
小
説
集
』
を
出
版
し
た
。
こ
れ
は
魯
迅
と
周
作
人
の

最
後
の
合
作
で
あ
る
。
翌
月
、
七
月
、
歴
史
的
な
事
件
が
発
生
し
た
。
何
ら
か
の
原
因
で
、
未
だ
に
謎
の
ま
ま
と
な
る
周
氏
兄
弟
の
関
係

の
破
綻
で
あ
る
。
七
月
十
八
日
、
周
作
人
は
魯
迅
に
絶
交
の
手
紙
を
渡
し
た( 5

(

。
八
月
二
日
、
魯
迅
が
八
道
湾
十
一
号
か
ら
磚
塔
胡
同

六
十
一
号
に
遷
居
し
た( (

(

。
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周
知
の
如
く
、
魯
迅
と
周
作
人
の
兄
弟
の
関
係
は
破
綻
し
た
が
、
二
人
の
理
想
と
思
想
が
異
な
っ
て
も
、
と
も
に
中
国
現
代
文
化
を
貢

献
し
た
数
少
な
い
巨
人
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
周
氏
兄
弟
の
評
価
に
つ
い
て
、
伊
藤
徳
也
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

魯
迅
・
周
作
人
の
兄
弟
は
い
ず
れ
も
近
代
中
国
の
文
学
史
上
重
要
な
地
位
を
占
め
る
作
家
だ
。
魯
迅
が
そ
の
死
後
も
長
く
、
ま
た

中
国
国
外
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
た
巨
大
な
存
在
で
あ
り
続
け
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
周
作
人
も
一
九
一
〇
年
代
後

半
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
の
中
国
語
文
壇
に
お
い
て
は
極
め
て
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
い
ず
れ
も
日
本
留
学

経
験
が
あ
り
、
日
本
語
文
壇
と
も
深
い
関
係
を
と
り
結
ん
だ
。
特
に
周
作
人
は
、
日
本
の
文
化
と
学
芸
を
中
国
語
文
壇
に
幅
広
く

積
極
的
に
紹
介
し
た
。
魯
迅
も
弟
ほ
ど
で
は
な
い
も
の
の
、
日
本
語
テ
キ
ス
ト
を
中
国
語
に
翻
訳
し
、
し
ば
し
ば
日
本
に
も
言
及

し
た( (

(

。

　

確
か
に
、
翻
訳
さ
れ
た
日
本
文
学
の
作
品
か
ら
見
る
と
、
魯
迅
よ
り
周
作
人
の
方
が
日
本
古
典
文
学
の
方
が
多
い
。
こ
の
時
期
、
周
作

人
は
既
に
『
古
事
記
』
を
翻
訳
し
て
『
語
絲
』
雑
誌
に
連
載
し
て
い
た
。
初
め
て
『
枕
草
子
』
を
紹
介
し
た
の
は
、
一
九
二
三
年
二
月

十
一
日
『
晨
報
附
刊
』
に
開
設
し
た
「
雑
感
」
の
コ
ラ
ム
で
掲
載
し
た
「
緑
洲　

五
「
歌
咏
児
童
的
文
学
」
」
で
あ
る
。
周
作
人
は
、
十

数
年
前
に
買
っ
た
竹
久
夢
二
の
挿
絵
を
見
て
、
日
本
も
中
国
も
児
童
文
学
が
西
洋
文
学
よ
り
乏
し
い
状
況
に
賛
同
し
、
ま
た
中
国
よ
り
日

本
の
多
く
の
文
学
ジ
ャ
ン
ル
の
中
に
も
児
童
文
学
が
見
え
る
。
例
え
ば
、
十
世
紀
の
末
の
清
少
納
言
「
枕
之
草
子
」
の
随
筆
で
あ
り
、
例

と
し
て
、
文
章
の
後
半
で
、『
枕
草
子
』
「
う
つ
く
し
き
も
の
」
の
章
段
を
訳
し
て
掲
載
し
た
の
で
あ
る( (

(

。
こ
の
文
章
は
、
清
少
納
言
と
『
枕

草
子
』
を
中
国
に
伝
え
た
早
い
文
献
で
あ
る
。

　

実
際
に
、
二
年
前
の
周
作
人
が
、
古
典
文
学
の
翻
訳
に
つ
い
て
、
当
時
の
革
新
的
な
文
学
雑
誌
『
小
説
月
報
』
編
集
部
に
提
案
を
送
っ

た
。
と
こ
ろ
が
『
小
説
月
報
』
の
責
任
の
編
集
者
で
あ
る
沈
雁
氷
（
茅
盾
）
か
ら
周
作
人
へ
の
返
信
は
、
古
典
文
学
の
編
集
に
つ
い
て
、

人
手
が
足
り
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
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而
且
古
典
文
学
的
介
绍
，
所
需
时
日
人
力
，
定
比
介
绍
近
代
文
学
为
多
，
先
生
所
说
现
在
人
手
不
够
，
这
是
我
们
现
在
实
在
的
情

形( (

(（
さ
ら
に
、
古
典
文
学
の
紹
介
に
は
、
現
代
文
学
の
紹
介
よ
り
も
も
っ
と
時
間
と
人
手
が
必
要
で
あ
り
、
ご
察
知
の
よ
う
に
今
、
十

分
な
人
が
い
な
い
現
状
で
あ
る
。
）

　

こ
の
よ
う
に
、
周
作
人
は
日
本
古
典
文
学
に
力
を
入
れ
て
普
及
す
る
こ
と
に
挫
折
し
た
。
当
時
の
社
会
で
は
、
外
国
の
古
典
文
学
は
あ

ま
り
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
『
語
絲
』
に
長
く
連
載
し
て
い
た
『
古
事
記
』
も
単
行
本
に
な
ら
な
い
の
が
現
実
で
あ
っ
た
。

　

一
九
三
六
年
十
月
、
魯
迅
と
破
綻
し
て
か
ら
十
数
年
経
っ
て
、
周
作
人
は
、
亡
く
な
っ
た
兄
周
樹
人
に
関
す
る
「
魯
迅
に
つ
い
て
」
を

『
宇
宙
風
』
雑
誌
に
原
稿
を
寄
せ
た
。
ま
も
な
く
日
中
戦
争
が
始
ま
っ
た
。
周
作
人
の
運
命
を
強
く
揺
さ
ぶ
っ
た
。
一
九
三
八
年
五
月
、『
新

華
日
報
』
に
「
文
化
界
か
ら
周
作
人
を
追
放
せ
よ
」
と
掲
載
さ
れ
た
。
『
抗
戦
文
芸
』
第
一
巻
四
期
に
茅
盾
（
沈
雁
氷
）
、
郁
達
夫
、
老
舎

ら
十
八
名
の
当
時
の
文
化
名
人
た
ち
が
連
名
し
て
、
「
周
作
人
に
与
え
る
公
開
書
簡
」
が
発
表
さ
れ
た(11

(

。
一
九
三
九
年
、
周
作
人
は
大
学

の
教
職
を
辞
め
た
。
一
九
四
一
年
、
当
時
の
偽
華
北
政
務
委
員
会
か
ら
偽
国
民
政
府
の
委
任
状
を
受
け
取
っ
た
。
一
九
四
五
年
、「
漢
奸
罪
」

で
国
民
政
府
に
逮
捕
。
一
九
四
六
年
、
南
京
へ
押
送
さ
れ
、
老
虎
橋
監
獄
に
収
監
さ
れ
た
。
一
九
四
九
年
一
月
、
南
京
の
老
虎
橋
監
獄
か

ら
保
釈
、
そ
の
後
、
上
海
の
尤
炳
圻
の
家
に
寄
寓
し
て
い
た(11

(

。

　

一
九
四
九
年
十
月
一
日
、
中
華
人
民
共
和
国
が
成
立
す
る
直
前
、
周
作
人
は
、
長
さ
六
千
字
く
ら
い
の
手
紙
を
、
中
国
共
産
党
の
要
人

（
周
恩
来
）
に
寄
せ
た
。
こ
こ
で
六
千
字
の
手
紙
を
全
部
引
用
す
る
こ
と
は
長
す
ぎ
る
為
、
周
作
人
の
意
思
を
知
る
た
め
に
、
一
部
代
表

的
な
段
落
を
取
り
上
げ
て
お
き
た
い
。

　
　

□
□
先
生

　

こ
の
書
状
を
差
し
あ
げ
る
ま
で
に
は
、ず
い
ぶ
ん
た
め
ら
い
ま
し
た
。
昔
な
ら
ば
身
の
ほ
ど
知
ら
ず
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
し
、
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以
前
新
聞
記
者
連
の
常
用
し
た
調
子
で
言
え
ば
、
こ
こ
に
申
し
あ
げ
る
の
は
、
胡ご

ま麻
を
擂す

る
よ
う
な
、
手
柄
顔
を
す
る
よ
う
な
、
口

に
出
せ
ば
あ
ま
り
聞
き
よ
く
は
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
か
ら
。
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
は
一
通
り
の
考
慮
の
の
ち
、
書

く
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
す
で
に
時
代
は
変
わ
っ
て
、
是
非
の
基
準
も
移
っ
た
以
上
、
私
ど
も
が
誠
実
に
あ
り
の
ま
ま
を
述
べ
る

か
ぎ
り
、
人
民
政
府
、
言
い
か
え
れ
ば
自
分
の
政
府
に
向
か
っ
て
、
申
し
立
て
を
す
る
こ
と
に
何
の
不
都
合
が
あ
ろ
う
、
か
つ
て

臣
民
の
立
場
で
独
裁
政
府
に
も
の
言
っ
た
の
と
は
全
く
ち
が
う
の
だ
、
と
こ
の
よ
う
に
考
え
て
、
新
民
主
主
義
に
対
す
る
卑
見
な

ら
び
に
一
身
に
か
か
わ
る
事
情
を
、
書
状
で
ご
説
明
す
る
決
心
に
及
ん
だ
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
社
会
科
学
を
勉
強
し
て
い
な
い
た
め
。
共
産
主
義
の
科
学
的
精
義
を
心
得
る
に
は
程
遠
も
の
の
、
あ
り
ふ
れ
た
文
献
を
い

く
ら
か
齧
っ
て
、
従
来
の
歴
史
が
み
な
階
級
闘
争
の
歴
史
で
あ
り
、
歴
代
の
道
徳
や
法
律
が
当
時
の
特
権
階
級
の
利
益
を
代
表
す

る
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
信
じ
ま
す
。
私
に
は
専
門
の
学
問
と
い
う
も
の
は
な
く
、
文
学
な
ど
で
も
結
局
は
よ
く
わ
か
ら
ず
、

早
々
と
足
を
洗
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
い
ま
だ
に
興
味
を
繋
い
で
い
る
の
は
ギ
リ
シ
ャ
神
話
、
童
話
童
謡
、
お
よ
び
民
俗
と
い
っ

た
よ
う
な
方
面
で
、
こ
こ
に
は
婦
人
と
児
童
の
問
題
が
絡
ん
で
き
ま
す
が
、
そ
れ
も
か
な
り
関
心
の
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。
（
中
略
）

中
国
共
産
党
の
理
論
と
実
際
に
つ
い
て
は
、
私
ど
も
は
国
民
党
政
府
の
下
で
多
く
を
知
ら
ず
、
た
だ
毛
主
席
の
二
、
三
の
著
作
や
米

人
ス
ノ
ウ
〔E
d
gar S

n
o
w

〕
な
ど
の
本
で
幾
ら
か
読
ん
だ
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
し
か
し
今
年
、
天
津
北
京
に
続
い
て
南
京
上
海
も
解
放

さ
れ
る
に
及
び
、
よ
う
や
く
直
接
の
見
聞
に
よ
っ
て
確
か
な
と
こ
ろ
が
わ
か
り
ま
し
た
。
私
ど
も
は
共
産
主
義
の
理
論
の
正
し
い

こ
と
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
上
に
知
り
た
か
っ
た
の
は
事
実
は
如
何
と
い
う
こ
と
で
す
。
天
下
周
知
の
解
放
軍
の
規
律

の
素
晴
ら
し
さ
も
、
率
直
な
と
こ
ろ
当
然
と
い
え
ば
当
然
で
、
そ
れ
以
上
に
重
要
な
の
は
政
治
の
や
り
方
如
何
と
い
う
こ
と
、
こ

の
ほ
う
が
一
般
の
人
々
に
は
よ
り
切
実
な
関
心
事
で
す
。
（
中
略
）

　

私
は
政
治
や
経
済
に
暗
い
の
で
、
こ
ん
な
浅
は
か
な
こ
と
し
か
申
せ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
申
し
た
の
は
本
当
の
こ
と
で
す
。
自
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分
の
思
う
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
し
た
い
ば
か
り
に
、
た
め
ら
い
を
捨
て
て
書
い
た
の
で
す
。
も
っ
と
も
、
私
如
き
ま
で
が
こ
ん
な

こ
と
を
喋
り
だ
す
の
か
、
と
人
は
言
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
も
も
っ
と
も
な
批
判
で
は
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
な
に
し
ろ
、
私

が
自
分
に
関
し
て
い
さ
さ
か
の
説
明
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
い
立
っ
た
の
は
、
私
の
一
連
の
思
想
と
行
為
に
は
、
先
生
で
も
首
を

か
し
げ
ら
れ
る
ふ
し
が
あ
ろ
う
か
と
慮
っ
て
の
こ
と
な
の
で
す
か
ら
。
人
は
私
を
批
判
し
て
、
抗
戦
以
前
に
は
有
閑
消
極
を
言
い
、

戦
後
に
は
通
敵
協
力
を
言
い
ま
す
。
自
分
に
か
か
わ
る
こ
と
は
、
自
ら
厳
し
く
批
判
し
て
率
直
に
誤
り
を
認
め
る
の
が
筋
と
い
う

も
の
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
を
承
知
の
う
え
で
な
お
、
私
は
ま
ず
事
実
の
因
っ
て
来
た
る
と
こ
ろ
か
ら
申
し
述
べ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
が
多
少
は
弁
解
め
い
て
見
え
よ
う
と
も
、
あ
く
ま
で
誠
実
に
語
る
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
強
弁
を
弄
す
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
中
で
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
過
ち
は
す
べ
て
認
め
ま
す
。
（
中
略
）

　

で
き
る
か
ぎ
り
簡
単
に
記
す
つ
も
り
が
、
ず
い
ぶ
ん
く
だ
く
だ
し
く
な
り
ま
し
た
。
時
に
説
明
が
過
ぎ
た
と
し
て
も
、
ま
た
や

む
を
え
ぬ
と
こ
ろ
と
ご
諒
察
下
さ
い
。
か
つ
て
の
思
想
上
の
ひ
ね
く
れ
よ
う
や
行
動
面
の
誤
り
は
自
身
承
知
で
す
が
、
そ
れ
ら
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
私
の
真
意
と
真
相
は
先
生
に
も
ご
理
解
い
た
だ
け
よ
う
か
と
存
じ
、
本
状
を
認
め
た
次
第
で
す
。
本
来
は
毛
〔
沢

東
〕
先
生
に
宛
て
る
こ
と
も
考
え
ま
し
た
が
、
多
忙
な
彼
を
お
騒
が
せ
す
る
の
を
憚
っ
て
、
先
生
に
代
表
を
お
願
い
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
国
三
十
八
年
〔
一
九
四
九
〕
七
月
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

周
作

(12

(

人

　

冒
頭
「
先
生
」
の
宛
名
に
具
体
的
な
名
前
は
書
い
て
な
い
が
、
周
恩
来
と
考
え
て
い
た
の
は
、
木
山
英
雄
に
よ
っ
て
、
一
九
八
七
年
第

五
期
『
魯
迅
研
究
動
態
』
に
掲
載
さ
れ
た
唐
弢
の
「
周
作
人
に
関
し
て
」
の
記
事
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
そ
の
記
事
に
は
、
次
の
よ

う
な
経
緯
が
見
え
る
。
引
用
文
は
『
周
作
人
「
対
日
協
力
」
の
顛
末
補
注
『
北
京
苦
住
庵
記
』
な
ら
び
に
後
日
編
』（
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。
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周作人訳『枕草子』の経緯と実態（張）

　

一
九
五
〇
年
だ
っ
た
か
に
、
中
央
が
全
国
文
物
工
作
会
議
を
招
集
し
、
私
は
華
東
か
ら
北
京
へ
出
向
い
た
。
文
物
局
長
の
鄭
振

鐸
や
文
化
部
長
の
沈

し
ん
が
ん
ひ
ょ
う

雁
氷
〔
茅
盾
〕
た
ち
が
、ち
ょ
う
ど
政
務
院
総
理
周
恩
来
の
と
こ
ろ
か
ら
周
作
人
が
彼
に
送
っ
た
手
紙
を
持
っ

て
き
て
い
て
、
六
千
字
近
い
長
大
な
そ
れ
は
周
の
親
筆
で
あ
っ
た
（
図
を
見
よ
）
。
総
理
が
文
学
研
究
会
〔
新
文
学
初
期
の
結
社
、
周
・

鄭
・
沈
と
も
に
創
立
同
人
〕
の
数
人
の
同
人
に
渡
し
て
意
見
を
求
め
あ
た
も
の
で
、
私
は
西せ

い
て
い諦

〔
鄭
振
鐸
〕
か
ら
読
ま
せ
て
も
ら
っ

た
。
手
紙
の
書
き
出
す
の
宛
名
は
特
に
格
を
上
げ
ぬ
ま
ま
「
×
×
先
生
」
と
だ
け
あ
り
…
…

（
四
〇
六
頁
）

　

木
山
英
雄
の
分
析
に
よ
る
と
、
書
き
出
す
の
宛
名
は
最
初
か
ら
空
格
の
ま
ま
だ
っ
た
が
、
「
直
接
に
は
周
恩
来
を
相
手
に
書
い
て
い
る

も
の
の
、
本
当
の
宛
先
は
毛
沢
東
と
彼
が
率
い
る
共
産
党
に
あ
る
こ
と
を
、
形
式
の
上
で
も
表
明
し
て
い
る
わ
け
で
あ
ろ
う
。
」
（
前
書
同
）

そ
し
て
、
周
作
人
の
手
紙
の
効
用
は
、
少
な
く
と
も
毛
沢
東
の
次
の
よ
う
な
指
示
を
得
た
だ
ろ
う
。
引
用
文
は
、
前
書
同
の
唐
弢
の
記
事

で
あ
る
。

　

私
は
文
学
研
究
会
の
老
同
人
た
ち
が
当
時
ど
ん
な
意
見
を
具
申
し
た
の
か
は
知
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
周
総
理
か
ら
聞
い
た
話
だ

と
、
毛
主
席
は
「
文
化
漢
奸
さ
、
放
火
だ
殺
人
だ
と
い
っ
た
わ
け
の
も
ん
じ
ゃ
な
い
。
今
ど
き
古
代
ギ
リ
シ
ャ
語
の
で
き
る
人
間

は
滅
多
に
い
な
い
の
で
、
生
か
す
こ
と
に
し
て
、
翻
訳
仕
事
を
や
ら
せ
、
あ
と
で
出
版
し
た
ら
い
い
」
と
言
っ
た
そ
う
だ
。
お
そ

ら
く
こ
れ
が
、
人
民
文
学
出
版
社
か
ら
月
々
二
百
元
（
の
ち
に
四
百
元
に
な
っ
た
）
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
の
根
拠
な

の
で
あ
ろ
う
。

（
四
〇
七
頁
）

　

以
上
の
よ
う
に
、
中
国
共
産
党
中
央
宣
伝
部
の
周
揚
や
胡
喬
木
が
文
化
部
の
鄭
振
鐸
に
指
示
し
て
、
周
作
人
は
、
翻
訳
家
と
し
て
国
の

事
業
を
進
行
し
て
い
た
。
一
九
五
一
年
三
月
、
中
華
人
民
共
和
国
の
文
化
部
に
属
す
る
人
民
文
学
出
版
社
が
創
立
し
た
。
ま
た
胡
喬
木
は
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人
民
文
学
出
版
社
の
副
社
長
楼
適
夷
に
指
示
し
て
、
特
に
周
作
人
の
翻
訳
は
ギ
リ
シ
ア
語
と
日
本
古
典
文
学
の
翻
訳
を
中
心
と
し
た
。
党

中
央
の
政
府
の
決
定
は
、
周
作
人
に
と
っ
て
い
っ
そ
う
強
く
晩
年
の
抱
負
を
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
日
本
古
典
文
学
と
し
て
の
『
枕
草
子
』
の
翻
訳
に
つ
い
て
は
、
す
ぐ
に
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
原
因
と
理
由
に
つ
い

て
は
、
次
の
節
に
考
察
し
て
ゆ
く
。

三　

問
題
の
所
在
：
周
作
人
訳
『
枕
草
子
』
と
「
未
出
版
」

　

人
民
文
学
出
版
社
が
、
周
作
人
に
『
枕
草
子
』
翻
訳
を
依
頼
し
た
の
は
、
一
九
五
九
年
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
見
る
と
、
周
作
人
が
『
枕

草
子
』
を
翻
訳
し
た
当
時
、
す
で
に
七
十
歳
を
超
え
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
日
本
古
典
文
学
を
翻
訳
、
出
版
さ
れ
た
。
簡
単

に
ま
と
め
て
み
る
と
、
一
九
五
九
年
前
後
、
周
作
人
と
人
民
文
学
出
版
社
の
契
約
と
出
版
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　

一
九
五
五
年
四
月　
　

人
民
文
学
出
版
社
『
日
本
狂
言
選
』
出
版
。

　
　

一
九
五
六
年
十
一
月　

人
民
文
学
出
版
社
『
魯
迅
の
故
家
』
出
版
。

　
　

一
九
五
七
年
九
月　
　

人
民
文
学
出
版
社
『
魯
迅
の
故
家
』
再
版
。

　
　

一
九
五
八
年
一
月　
　

人
民
文
学
出
版
社
『
古
事
記
』
翻
訳
決
定
。

　
　

一
九
五
九
年
一
月　
　

人
民
文
学
出
版
社
『
枕
草
子
』
翻
訳
決
定
。

　
　

一
九
六
一
年
一
月　
　

周
作
人
訳
『
枕
草
子
』
人
民
文
学
出
版
社
提
出

　
　

一
九
六
二
年
一
月　
　

人
民
文
学
出
版
社
『
石
川
啄
木
詩
歌
集
』
出
版
。

　
　

一
九
六
三
年
二
月　
　

人
民
文
学
出
版
社
『
古
事
記
』
出

(13
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版
。
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右
に
注
目
し
た
い
こ
と
は
、
太
字
の
『
枕
草
子
』
で
あ
る
。
つ
ま
り
問
題
は
、
一
九
五
九
年
一
月
に
、
人
民
文
学
出
版
社
と
周
作
人
は

『
枕
草
子
』
の
翻
訳
を
決
定
し
た
が
、
出
版
は
見
え
な
い
。
周
作
人
が
一
九
六
一
年
に
完
訳
『
枕
草
子
』
原
稿
を
人
民
文
学
出
版
社
に
提
出

し
た
が
、
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
も
『
枕
草
子
』
の
後
に
、
ま
た
一
九
六
二
年
一
月
、『
石
川
啄
木
詩
歌
集
』
出
版
、
一
九
六
三
年
二
月
、

『
古
事
記
』
出
版
。
『
枕
草
子
』
は
何
か
問
題
が
あ
っ
た
の
か
。
一
九
六
四
年
、
周
作
人
本
人
が
作
っ
た
自
ら
の
年
譜
と
著
訳
リ
ス
ト
の
中

で
、
特
に
『
枕
草
子
』
の
「
未
出
版
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
引
用
文
の
表
記
は
日
本
語
の
漢
字
に
直
し
た
。

　
　

解
放
後
訳
著
書
目

　
　

古
事
記　

日
本
安
萬
侶
原
著　

一
九
六
三
年
人
民
文
学
社
出
版
。

　
　

枕
草
子　

日
本
清
少
納
言
原
著　

已
交
稿
未
出
版
。

　
　

石
川
啄
木
詩
歌
集　

一
九
六
二
年
人
民
文
学
社
出
版
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
六
四
年
七
月
三
日　

知

(14

(

堂

　

右
の
よ
う
に
、
一
九
六
二
年
と
一
九
六
三
年
の
間
、
一
九
六
一
年
一
月
に
完
訳
し
た
『
枕
草
子
』
は
原
稿
を
提
出
し
た
の
に
、
な
ぜ
出

版
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
か
。
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
原
因
が
あ
る
の
か
。
前
払
い
翻
訳
の
原
稿
料
を
受
け
た
周
作
人
に
は
、
『
枕
草
子
』

の
翻
訳
に
関
し
て
何
か
の
問
題
が
あ
っ
た
の
か
。
こ
れ
ら
の
疑
問
を
究
明
し
て
み
た
い
。
そ
の
前
に
ま
ず
解
明
し
た
い
こ
と
は
、
周
作
人

が
翻
訳
し
た
『
枕
草
子
』
の
底
本
の
問
題
で
あ
る
。
節
を
変
え
て
詳
し
く
分
析
す
る
。

四　

周
作
人
訳
『
枕
草
子
』
の
底
本
と
出
版

　

周
作
人
が
翻
訳
し
た
『
枕
草
子
』
の
底
本
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
こ
の
問
題
を
考
察
す
る
。
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周
作
人
が
翻
訳
し
た
『
枕
草
子
』
が
や
っ
と
出
版
さ
れ
た
の
は
、
一
九
八
八
年
で
あ
る
。
出
版
社
は
、
か
つ
て
周
作
人
の
翻
訳
を
依
頼

し
た
同
じ
人
民
文
学
出
版
社
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
は
『
枕
草
子
』
の
単
行
本
で
は
な
く
、
『
日
本
古
代
随
筆
選
』
の
う
ち
の
前
半

部
分
で
あ
る
。
『
日
本
古
代
随
筆
選
』
（
人
民
文
学
出
版
社　

一
九
八
八
）
に
は
、
二
つ
の
翻
訳
書
が
あ
る
。
前
半
の
部
分
は
、
周
作
人
が

翻
訳
し
た
『
枕
草
子
』
で
あ
り
、
後
半
の
部
分
は
、
王
以
鋳
が
翻
訳
し
た
『
徒
然
草
』
で
あ
る
。
ま
た
王
以
鋳
の
「
訳
本
序
」
に
よ
る
と
、

『
日
本
古
代
随
筆
選
』
の
出
版
は
、
他
の
書
物
と
同
じ
よ
う
に
、
「
日
中
平
和
友
好
条
約
」
を
締
結
し
た
十
周
年
の
記
念
の
た
め
に
、
日
本

国
際
交
流
基
金
を
受
け
た
出
版
物
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
二
〇
〇
一
年
、
中
国
対
外
翻
訳
出
版
社
が
、
初
め
て
出
版
し
た
周
作
人
訳
『
枕
草
子
』

の
単
行
本
で
あ
る
。
こ
の
単
行
本
の
『
枕
草
子
』
は
、
『
日
本
古
代
随
筆
選
』
の
前
半
の
部
分
で
あ
る
『
枕
草
子
』
と
同
じ
周
作
人
が
翻

訳
し
た
も
の
が
、
本
文
の
構
成
は
異
な
る
。
例
え
ば
、
『
日
本
古
代
随
筆
選
』
の
中
の
『
枕
草
子
』
の
訳
文
と
注
釈
の
配
列
は
、
毎
頁
の

下
に
、
当
該
す
る
注
釈
を
順
番
に
付
け
て
い
る
。
し
か
し
、
単
行
本
の
訳
文
と
注
釈
の
配
列
は
、
毎
巻
の
巻
末
に
注
釈
す
る
順
番
で
あ
る
。

し
か
も
違
う
こ
と
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
根
本
的
に
異
な
る
こ
と
は
、
周
作
人
が
書
い
た
「
清
少
納
言
に
つ
い
て
」
の
文
章
の
中
の
『
枕

草
子
』
の
底
本
が
違
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
原
文
は
次
の
よ
う
に
引
用
し
て
お
き
た
い
。
冒
頭
文
に
Ａ
と
Ｂ
を
付
け
た
。

中
国
語
の
原
文
を
引
用
し
た
が
、
日
本
語
の
意
味
は
「
（ 
）
」
に
付
け
た
。

　
　

Ａ
《
日
本
古
代
随
笔
选
》
周
作
人
译
《
枕
草
子
》
（
人
民
文
学
出
版
社 

一
九
八
八
）

　
　

关
于
清
少
纳
言

　
　

至
于
本
书
的
译
文
系
依
据
池
田
龟
鉴
、
岸
上
慎
二
、
秋
山
虔
的
校
注
本
…
…

　
　

（
『
日
本
古
代
随
筆
選
』
周
作
人
訳
『
枕
草
子
』
（
人
民
文
学
出
版
社　

一
九
八
八
）

　
　
　

清
少
納
言
に
つ
い
て
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本
書
の
訳
文
に
つ
い
て
は
池
田
亀
鑑
、
岸
上
慎
二
、
秋
山
虔
の
校
注
本
に
基
づ
い
た
…
…
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

周
作
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
六
五
年
十
月

（
三
三
〇
頁
）

　
　
　

Ｂ
周
作
人
译
《
枕
草
子
》
（
中
国
对
外
翻
译
出
版
公
司 

二
〇
〇
一
）

　
　
　

关
于
清
少
纳
言

　
　
　

至
于
本
书
的
译
文
系
依
照
北
村
季
吟
的
《
春
曙
抄
》
的
底
本
…
…

　
　
　

（
周
作
人
訳
『
枕
草
子
』
（
中
国
対
外
翻
訳
出
版
公
司　

二
〇
〇
一
）

　
　
　

清
少
納
言
に
つ
い
て

　
　
　

本
書
の
訳
文
に
つ
い
て
は
北
村
季
吟
の
『
春
曙
抄
』
の
底
本
に
基
づ
い
た
…
…
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

周
启
明

（
四
五
七
頁
）

　

右
の
Ａ
と
Ｂ
を
比
べ
て
み
る
と
、
Ａ
と
Ｂ
の
底
本
は
違
う
。
Ａ
の
底
本
は
、
太
字
に
示
し
た
通
り
に
、
「
池
田
亀
鑑
、
岸
上
慎
二
、
秋

山
虔
の
校
注
本
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
枕
草
子
』
で
あ
る
。
Ｂ
の
底
本
は
、
「
北
村
季
吟
の
『
春
曙
抄
』
の
底
本
」

で
あ
る
。
ま
た
Ａ
と
Ｂ
の
作
者
の
署
名
は
違
う
。
Ａ
は
「
周
作
人
」
で
あ
る
が
、
Ｂ
は
「
周
启
明
」
で
あ
る
。
さ
ら
に
注
意
し
た
い
こ
と

は
、
年
次
の
表
記
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
Ａ
は
「
一
九
六
五
年
十
月
」
と
明
記
し
て
い
る
が
、
Ｂ
は
年
次
が
見
え
な
い
。
な
ぜ
違
う
の
か
。

周
作
人
が
翻
訳
し
た
『
枕
草
子
』
の
底
本
の
真
相
を
究
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
ず
確
認
し
た
い
こ
と
は
底
本
と
訳
文
の
全
章
段
数
で
あ
る
。
Ａ
の
明
記
し
た
日
本
古
典
文
学
大
系
『
枕
草
子
』
は
全
章
段
数
は
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「
三
一
九
」
段
で
あ
る
。
し
か
し
、
Ａ
の
『
日
本
古
代
随
筆
選
』
の
周
作
人
訳
『
枕
草
子
』
の
全
章
段
数
は
「
三
〇
五
」
段
で
あ
る
。
ま
た
、

Ｂ
の
周
作
人
訳
『
枕
草
子
』
の
全
章
段
数
も
「
三
〇
五
」
段
で
あ
る
。
段
数
の
内
容
を
照
合
し
て
み
る
と
、
Ａ
と
Ｂ
が
一
致
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
実
に
Ａ
と
Ｂ
の
底
本
は
同
じ
と
考
え
る
。

　

そ
し
て
Ｂ
の
底
本
に
示
し
た
よ
う
に
、「
北
村
季
吟
的
『
春
曙
抄
』
的
底
本
」
に
従
っ
て
、
考
察
し
た
結
果
、
周
作
人
が
依
頼
し
た
『
枕

草
子
』
の
底
本
は
、
北
村
季
吟
の
『
春
曙
抄
』
で
は
な
く
、
総
合
段
数
の
「
三
〇
五
」
段
か
ら
見
る
と
、
実
に
周
作
人
が
依
頼
し
た
段
数

と
翻
訳
し
た
底
本
は
池
田
亀
鑑
の
校
訂
し
た
『
枕
草
子
（
春
曙
抄
）
』
（
岩
波
文
庫
〈
上
巻(

4
2
-
(
4
3

〉
、
〈
中
巻(

4
4
-
(
4
5

〉
、
〈
下
巻(

4
(
-

(
4
(

〉
）
で
あ
る
。
両
方
の
段
数
を
合
わ
せ
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
明
白
で
あ
る
。

　
　

池
田
亀
鑑
校
訂
『
枕
草
子
（
春
曙
抄
）
』　

Ａ
と
Ｂ
周
作
人
訳
『
枕
草
子
』

　
　

巻
数　
　

段
数　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巻
数　
　

段
数

　
　

巻
一　
　

一
～
二
〇　
　
　
　
　
　
　
　
　

巻
一　
　

第
一
段
～
第
二
〇
段

　
　

巻
二　
　

二
一
～
三
四　
　
　
　
　
　
　
　

巻
二　
　

第
二
一
段
～
第
三
四
段

　
　

巻
三　
　

三
五
～
六
二　
　
　
　
　
　
　
　

巻
三　
　

第
三
五
段
～
第
六
二
段

　
　

巻
四　
　

六
三
～
七
六　
　
　
　
　
　
　
　

巻
四　
　

第
六
三
段
～
第
七
六
段

　
　

巻
五　
　

七
七
～
九
一　
　
　
　
　
　
　
　

巻
五　
　

第
七
七
段
～
第
九
一
段

　
　

巻
六　
　

九
二
～
一
一
〇　
　
　
　
　
　
　

巻
六　
　

第
九
二
段
～
第
一
一
〇
段

　
　

巻
七　
　

一
一
一
～
一
三
三　
　
　
　
　
　

巻
七　
　

第
一
一
一
段
～
第
一
三
三
段

　
　

巻
八　
　

一
三
四
～
一
六
二　
　
　
　
　
　

巻
八　
　

第
一
三
四
段
～
第
一
六
二
段

　
　

巻
九　
　

一
六
三
～
二
〇
三　
　
　
　
　
　

巻
九　
　

第
一
六
三
段
～
第
二
〇
三
段
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巻
十　
　

二
〇
四
～
二
四
一　
　
　
　
　
　

巻
十　
　

第
二
〇
四
段
～
第
二
四
一
段

　
　

巻
十
一　

二
四
二
～
二
六
六　
　
　
　
　
　

巻
十
一　

第
二
四
二
段
～
第
二
六
六
段

　
　

巻
十
二　

二
六
七
～
三
〇
五　
　
　
　
　
　

巻
十
二　

第
二
六
七
段
～
第
三
〇
五
段

　

周
作
人
本
人
は
池
田
亀
鑑
校
訂
の
事
を
明
示
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
章
段
数
と
内
容
を
比
べ
て
み
れ
ば
、
明
ら
か
に
周
作
人
の
翻
訳
し

た
『
枕
草
子
』
底
本
は
、
池
田
亀
鑑
が
校
訂
し
た
北
村
季
吟
『
春
曙
抄
』
で
あ
る
。
明
ら
か
に
Ａ
の
示
し
た
「
池
田
亀
鑑
、
岸
上
慎
二
、

秋
山
虔
的
校
注
本
」
で
は
な
い
。
厳
密
に
言
う
と
、
周
作
人
が
翻
訳
し
た
『
枕
草
子
』
の
底
本
は
、
北
村
季
吟
の
『
春
曙
抄
』
よ
り
、
池

田
亀
鑑
校
訂
し
た
『
春
曙
抄
』
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
か
と
言
う
と
、
総
合
段
数
「
三
〇
五
」
段
は
北
村
季
吟
の
分
類
で
は
な
く
、
池
田
亀
鑑

の
独
自
の
分
類
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
Ａ
の
年
次
の
「
一
九
六
五
年
十
月
」
の
表
記
に
つ
い
て
と
Ａ
と
Ｂ
の
署
名
が
違
う
こ
と
は
、
こ
こ
で
Ｂ
の
編
集
者
の
Ｂ
跋
文
を
参

照
し
て
解
明
し
た
い
。
漢
字
の
表
記
は
日
本
語
に
直
し
た
。

Ｂ
跋
文
（
周
作
人
訳
『
枕
草
子
』
〔
北
京
：
中
国
対
外
翻
訳
出
版
公
司　

二
〇
〇
一
〕
）

一
九
八
八
年
九
月
、
人
民
文
学
出
版
社
将
其
与
王
以
鋳
所
訳
『
徒
然
草
』
合
刊
爲
『
日
本
古
代
随
筆
選
』
一
書
。
訳
者
家
属
保
存
之

『
枕
草
子
』
訳
稿
、
編
爲
「
第
一
分
」
、
「
第
二
分
」
至
「
第
八
分
」
、
後
附
「
巻
首
目
録
」
、
其
中
一
至
六
分
写
「
京
文
」
紅
色
横
格

稿
紙
上
、
七
、
八
分
与
目
録
写
在
「
崇
文
」
緑
色
横
格
稿
紙
上
、
均
爲
毎
頁
二
十
行
、
毎
行
二
十
字
、
計
正
文
六
百
六
十
五
頁
、
目

録
二
十
頁
。
与
印
本
相
比
較
、
後
者
訳
文
、
注
釈
改
動
之
処
頗
多
。
此
次
重
新
出
版
、
一
律
依
照
原
稿
付
印
。

（
一
九
八
八
年
九
月
、
人
民
文
学
出
版
社
は
『
枕
草
子
』
と
王
以
鋳
が
訳
し
た
『
徒
然
草
』
を
合
わ
せ
て
『
日
本
古
代
随
筆
選
』
と

し
て
一
つ
の
本
を
刊
行
し
た
。
訳
者
の
家
族
が
保
存
し
た
『
枕
草
子
』
の
翻
訳
原
稿
は
、
「
第
一
分
」
、
「
第
二
分
」
か
ら
「
第
八
分
」

ま
で
に
分
か
け
て
い
る
。
後
に
「
巻
首
目
録
」
を
附
し
て
い
る
。
そ
の
中
の
「
第
一
分
」
か
ら
「
第
六
分
」
ま
で
に
は
、
赤
色
「
京
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文
」
の
横
線
の
原
稿
用
紙
に
書
か
れ
て
い
る
、
第
七
分
も
第
八
分
も
と
目
録
は
緑
色
「
崇
文
」
横
線
の
原
稿
用
紙
に
書
か
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
毎
頁
に
二
十
行
、
毎
行
二
十
字
、
合
計
本
文
は
六
六
五
頁
で
あ
り
、
目
録
は
二
十
頁
で
あ
る
。
印
本
と
比
較
し
て
、
後
者

（
人
民
文
学
出
版
社
・
稿
者
注
）
の
訳
文
、
注
釈
は
改
め
て
変
更
し
た
と
こ
ろ
が
頗
る
多
い
。
今
度
の
改
め
て
出
版
は
、
す
べ
て
原

稿
に
基
づ
い
て
付
印
し
た
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

止
庵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
〇
〇
年
十
一
月
七
日

（
四
六
〇
頁
）

　

止
庵
は
、
初
め
て
単
行
本
と
し
て
、
周
作
人
訳
し
た
『
枕
草
子
』
を
出
版
し
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た
注
目
し
た
い
こ
と
は
、
Ｂ
の
止
庵

は
、
周
作
人
の
子
孫
か
ら
保
存
さ
れ
た
周
作
人
の
翻
訳
原
稿
に
基
づ
い
て
編
集
し
た
周
作
人
の
訳
文
で
あ
る
。

　

次
に
、
署
名
と
年
次
に
つ
い
て
、
当
時
、
中
国
政
府
の
規
則
が
あ
り
、
訳
文
の
署
名
は
「
周
作
人
」
よ
り
Ｂ
の
よ
う
な
「
周
启
明
」
の

署
名
は
相
応
し
い
。
ま
た
年
次
に
つ
い
て
、
周
作
人
は
、
一
九
六
四
年
七
月
三
日
に
自
ら
の
年
譜
の
中
で
、
す
で
に
完
訳
『
枕
草
子
』
を

出
版
社
に
提
出
し
た
と
い
う
事
実
か
ら
見
る
と
、
明
ら
か
に
Ａ
の
「
一
九
六
五
年
十
月
」
の
年
次
は
「
臨
機
応
変
」
に
記
し
た
年
次
と
し

か
考
え
ら
れ
な
い
。
翌
年
（
一
九
六
六
）
年
か
ら
「
文
化
大
革
命
」
が
発
生
し
た
の
で
、
だ
か
ら
こ
そ
周
作
人
の
翻
訳
し
た
『
枕
草
子
』

が
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
言
わ
ず
と
も
誰
で
も
納
得
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
問
題
は
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
Ａ
が
「
依
据
池
田
亀
鑑
、
岸
上
慎
二
、
秋
山
虔
的
校
注
本
」
と
明
示
し
て
い
た
の
か
。

し
か
も
、
こ
こ
だ
け
で
な
く
、
Ａ
の
『
日
本
古
代
随
筆
選
』
（
人
民
文
学
出
版
社　

一
九
八
八
）
の
第
二
頁
の
中
で
、
次
の
よ
う
な
目
立

つ
標
記
を
し
て
い
る
こ
と
は
、
な
ぜ
で
あ
ろ
う
。
ゴ
シ
ッ
ク
の
字
体
は
稿
者
が
付
け
た
。



－ 4( －

周作人訳『枕草子』の経緯と実態（張）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清

少

納

言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

枕　

草　

子　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

根
据
岩
波
書
店
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
第
1(
巻
、
１
９
５
８
年
版
訳
出

　

こ
の
標
記
は
、
確
か
に
「
池
田
亀
鑑
、
岸
上
慎
二
、
秋
山
虔
的
校
注
本
」
と
合
致
し
て
い
る
。
Ａ
の
『
日
本
古
代
随
筆
選
』
の
人
民
文

学
出
版
社
は
、
周
作
人
訳
『
枕
草
子
』
の
中
で
前
後
に
呼
応
し
た
「
日
本
古
典
文
学
大
系
『
枕
草
子
』
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
、
一
つ

考
え
ら
れ
る
理
由
は
、
周
作
人
が
翻
訳
し
た
『
枕
草
子
』
の
底
本
が
、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
枕
草
子
』
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
し
こ
の
推
測
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
周
作
人
が
翻
訳
し
た
『
枕
草
子
』
の
底
本
は
出
版
社
の
依
頼
と
違
っ
て
い
た

と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
を
続
い
て
追
及
し
て
み
た
い
。

五　

出
版
社
の
依
頼
と
周
作
人
の
翻
訳
の
「
食
い
違
い
」

　

人
民
文
学
出
版
社
は
、
ど
の
よ
う
な
『
枕
草
子
』
の
底
本
を
、
周
作
人
に
依
頼
し
た
の
か
。
い
つ
、
だ
れ
が
、
ど
こ
で
周
作
人
に
頼
ん

だ
の
か
。
こ
れ
ら
の
疑
問
点
を
解
明
し
な
け
れ
ば
前
に
進
ま
な
い
。

　

近
年
、
新
た
な
周
作
人
日
記
が
部
分
的
に
公
開
さ
れ
た
。
そ
れ
は
『
中
国
現
代
文
学
研
究
叢
刊
』（
月
刊
）
誌
、
二
〇
一
八
年
第
四
期
（
総

第
二
二
五
期
）
の
中
で
、
「
周
作
人
史
料
与
研
究
」
の
項
目
に
、
周
吉
宜
が
整
理
し
た
「
周
作
人
１
９
５
９
年
日
記
」
が
公
表
で
あ
る
。

こ
の
日
記
は
極
め
て
重
要
な
文
献
と
思
わ
れ
る
。
特
に
周
作
人
が
『
枕
草
子
』
を
翻
訳
す
る
経
緯
が
見
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
一
九
五
九
年

は
、
ち
ょ
う
ど
人
民
文
学
出
版
社
が
明
記
し
た
一
九
五
八
年
の
日
本
古
典
文
学
大
系
『
枕
草
子
』
が
、
出
版
さ
れ
二
年
目
で
あ
る
。
つ
ま

り
人
民
文
学
出
版
社
は
新
し
い
権
威
的
な
日
本
古
典
文
学
大
系
の
『
枕
草
子
』
を
、
翻
訳
の
底
本
と
し
て
周
作
人
に
依
頼
し
た
と
考
え
ら
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れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
周
作
人
が
一
九
五
九
年
の
日
記
の
中
で
、
『
枕
草
子
』
の
翻
訳
す
る
こ
と
を
記
録
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
っ
そ

く
「
周
作
人
１
９
５
９
年
日
記
」
を
確
認
し
て
み
た
い
。

　

確
か
に
人
民
文
学
出
版
社
の
依
頼
人
た
ち
は
、
最
初
に
周
作
人
宅
に
訪
れ
た
日
は
、
一
九
五
九
年
一
月
十
四
日
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
、

周
作
人
が
日
記
の
中
で
次
の
よ
う
に
記
録
し
て
い
る
。
引
用
文
の
表
記
は
中
国
語
の
簡
略
字
に
し
た
。
太
字
は
稿
者
が
付
け
た
。
日
本
語

の
意
味
を
「
（ 
）
」
中
に
付
け
た
。

一
月
十
四
日　

阴
， 

晨
另
十
度
。
上
午
译
书
。
人
・
文
・
社
二
人
来
接
洽
译
日
文
古
典
事
、
允
考
虑
『
竹
取
』
及
『
枕
草

(15

(

纸
』
。
（
一

月
十
四
日
、
曇
り
、
朝
の
温
度
は
十
度
、
午
前
は
本
を
訳
す
。
人
民
文
学
出
版
社
の
二
人
が
、
日
本
古
典
文
学
の
翻
訳
す
る
こ
と

を
相
談
に
来
た
。
『
竹
取
物
語
』
と
『
枕
草
子
』
の
翻
訳
を
考
慮
し
た
。
）

　

ま
ず
は
日
記
の
太
字
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
よ
う
な
「
人
・
文
・
社
」
「
日
文
古
典
」
「
竹
取
」
ら
の
省
略
し
た
表
現
は
、
文
脈
か
ら
見

れ
ば
、
間
違
い
な
く
そ
れ
ぞ
れ
の
「
人
民
文
学
出
版
社
」
、
「
日
本
古
典
文
学
」
、
「
竹
取
物
語
」
と
な
る
だ
ろ
う
。
人
民
文
学
出
版
社
の
二

人
は
誰
だ
ろ
う
か
。
周
作
人
の
日
記
の
中
で
は
は
っ
き
り
書
い
て
こ
な
か
っ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
周
作
人
本
人
が
作
っ
た
翻
訳
に
関

す
る
日
本
古
典
文
学
の
一
覧
の
中
で
は
、
『
竹
取
物
語
』
の
訳
書
は
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
一
九
五
九
年
一
月
十
四
日
に
人
民
文
学
出
版

社
の
依
頼
人
た
ち
は
周
作
人
と
の
交
渉
し
た
結
果
、『
竹
取
物
語
』
の
翻
訳
で
は
な
く
、『
枕
草
子
』
の
翻
訳
に
決
定
し
た
と
理
解
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
二
日
後
、
人
民
文
学
出
版
社
か
ら
翻
訳
す
る
た
め
に
、
周
作
人
に
『
枕
草
子
』
底
本
が
送
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
日
、

周
作
人
が
日
記
の
中
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
あ
る
。

十
七
日　

晴
，
另
十
四
度
。
上
午
译
书
，
至
下
午
初
稿
已
了
。
得
人
文
社
信
、
寄
来
『
枕
草
纸
』
三
本
一
部
、
不
拟
翻

(1(

(

译
。
（
十
七
日
、

晴
れ
、
気
温
は
十
四
度
、
午
前
か
ら
午
後
ま
で
本
を
訳
し
、
初
稿
を
完
成
し
た
。
人
民
文
学
出
版
社
か
ら
の
手
紙
と
『
枕
草
子
』
「
三

巻
本
」
一
部
が
届
い
た
。
翻
訳
す
る
つ
も
り
は
な
い
。
）
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右
の
太
字
の
「
三
本
」
は
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
前
に
説
明
し
た
「
人
文
社
」
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
れ
も
周
作
人
の
省
略
し
た
独

特
な
表
現
で
あ
る
。
文
脈
か
ら
見
る
と
、
こ
の
「
三
本
」
の
意
味
は
『
枕
草
子
』
諸
伝
本
の
「
三
巻
本
」
の
省
略
し
た
表
現
と
し
か
考
え

ら
れ
な
い
。
当
然
、
『
枕
草
子
』
に
関
す
る
「
三
巻
本
」
の
概
念
は
、
周
作
人
は
知
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
周
作
人
が
翻
訳
し
た
『
枕

草
子
』
の
注
釈
の
中
で
は
、
自
ら
「
三
巻
本
」
と
記
し
た
こ
と
が
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
見
る
と
、
一
九
五
九
年
一
月
十
七

日
、
周
作
人
の
と
こ
ろ
に
届
い
た
『
枕
草
子
』
は
「
三
巻
本
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

で
は
、
こ
の
「
三
巻
本
」
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
『
枕
草
子
』
で
あ
ろ
う
か
。
周
作
人
は
は
っ
き
り
書
い
て
な
い
が
、
後
に
人
民
文

学
出
版
社
か
ら
強
調
し
た
日
本
古
典
文
学
大
系
の
『
枕
草
子
』
と
一
致
し
て
い
る
。
な
ぜ
か
と
言
う
と
、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
枕
草
子
』

〔
『
紫
式
部
日
記
』
と
合
本
、
池
田
亀
鑑
・
岸
上
慎
二
・
秋
山
虔
が
校
注
〕
（
岩
波
書
店
）
の
底
本
は
、
三
巻
本
系
統
本
で
あ
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
枕
草
子
』
の
「
凡
例
」
と
「
解
説
」
の
中
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
ず
「
凡
例
」
で
は
、
底
本
は
「
岩
瀬
文
庫
蔵
」
と
明
記
、
ま
た
「
解
説
」
で
は
、
「
三
巻
本
」
の
書
名
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

三
巻
本
の
も
っ
と
も
正
し
い
伝
来
を
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。
陽
明
文
庫
蔵
本
、
勧
修
寺
家
蔵
本
、
と
も
に
「
清
少
納
言
枕
草
子
」

で
あ
り
、
岩
瀬
文
庫
蔵
本
に
は
「
枕
草
紙
」
と
外
題
に
あ
る

（
五
頁
）

　

こ
こ
ま
で
の
考
察
か
ら
明
ら
か
に
し
た
の
は
、
一
九
五
九
年
一
月
十
四
日
、
人
民
文
学
出
版
社
の
二
人
が
周
作
人
宅
を
訪
ね
て
、
日
本

古
典
文
学
の
翻
訳
を
依
頼
し
た
。
周
作
人
が
『
竹
取
物
語
』
か
そ
れ
と
も
『
枕
草
子
』
か
と
応
諾
し
た
。
そ
し
て
一
九
五
九
年
一
月
十
七

日
に
、
人
民
文
学
出
版
社
か
ら
送
っ
た
日
本
古
典
文
学
大
系
『
枕
草
子
』
が
周
作
人
の
と
こ
ろ
に
届
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
三
巻
本
で
あ
る

『
枕
草
子
』
に
対
し
て
、
周
作
人
は
翻
訳
す
る
気
分
が
な
か
っ
た
。
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
が
、
す
で
に
人
民
文
学
出
版
社
か
ら
前
払
い
原
稿
料
を
頂
い
て
い
る
の
で
、
『
枕
草
子
』
を
翻
訳
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

い
つ
か
ら
周
作
人
が
『
枕
草
子
』
の
翻
訳
が
開
始
し
た
の
か
。
「
周
作
人
１
９
５
９
年
日
記
」
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
十
ヵ
月
に
近
い
、
周

作
人
は
改
め
て
『
枕
草
子
』
を
翻
訳
す
る
こ
と
を
日
記
の
中
で
書
い
た
。
そ
れ
は
次
の
日
記
で
あ
る
。
太
字
は
稿
者
が
付
け
た
。

十
月
三
十
日　

晴
、
晨
四
度
。
上
午
往
街
寄
静
子
信
，
文
燕
堂
信
。
译
书
，
下
午
成
第
一
章
。
拟
改
译
《
枕
草
子
》
。
丰
一
自
南
苑

回

(1(

(

家
。

（
十
月
三
十
日
、
晴
れ
、
朝
の
気
温
は
四
度
で
あ
る
。
午
前
、
町
へ
行
っ
て
静
子
に
手
紙
を
送
っ
て
、
文
燕
堂
の
手
紙
を
送
っ
た
。

本
を
訳
す
、
午
後
、
第
一
章
が
で
き
た
。
改
め
て
『
枕
草
子
』
を
翻
訳
す
る
つ
も
り
。
豊
一
は
南
苑
か
ら
帰
っ
た
。
）

　

こ
こ
で
十
分
注
意
し
て
頂
き
た
い
こ
と
は
、
太
字
に
付
け
た
「
改
译
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
つ
ま
り
別
な
『
枕
草
子
』
を
翻
訳
す
る

つ
も
り
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
『
枕
草
子
』
を
翻
訳
し
た
の
か
。
周
作
人
が
日
記
の
中
で
明
記
し
て
い
な
か
っ
た

が
、
一
九
九
〇
年
出
版
さ
れ
た
単
行
本
『
枕
草
子
』
の
周
作
人
が
書
い
た
「
清
少
納
言
に
つ
い
て
」
に
よ
る
と
、
周
作
人
が
改
め
て
訳
し

た
『
枕
草
子
』
は
北
村
季
吟
『
春
曙
抄
』
と
言
っ
て
い
る
が
、
本
稿
の
考
察
に
よ
り
、
厳
密
に
章
段
数
か
ら
言
う
と
、
周
作
人
が
改
め
て

訳
し
た
池
田
亀
鑑
校
訂
し
た
北
村
季
吟
『
春
曙
抄
』
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
も
っ
と
も
相
応
し
い
で
あ
ろ
う
。
周
知
の
ご
と
く
、『
春
曙
抄
』

本
文
の
系
統
は
三
巻
本
で
は
な
く
、
能
因
本
系
統
本
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
人
民
文
学
出
版
社
の
二
人
が
日
本
古
典
文
学
の
翻
訳
に
つ
い
て
周
作
人
の
自
宅
を
訪
れ
て
来
た
。
周
作
人
が
人
民
文

学
出
版
社
か
ら
依
頼
さ
れ
た
日
本
古
典
文
学
大
系
の
三
巻
本
で
あ
る
『
枕
草
子
』
の
翻
訳
を
拒
否
し
、
後
に
改
め
て
能
因
本
で
あ
る
池
田

亀
鑑
校
訂
し
た
北
村
季
吟
『
春
曙
抄
』
を
翻
訳
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

し
か
し
残
念
な
が
ら
、
周
作
人
が
翻
訳
し
た
『
枕
草
子
』
は
、
人
民
文
学
出
版
社
は
す
ぐ
に
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
。
考
え
ら
れ
る
原
因

と
理
由
と
し
て
は
、
出
版
社
の
依
頼
と
訳
者
の
意
思
の
食
い
違
い
の
結
果
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
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で
は
、
当
時
、
人
民
文
学
出
版
社
の
担
当
者
が
誰
だ
ろ
う
。

　

興
味
深
い
こ
と
は
、
文
潔
若
と
い
う
方
が
「
晩
年
の
周
作
人
」
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

一
九
五
二
年
八
月
以
来
、
人
民
文
学
出
版
社
は
周
作
人
に
ギ
リ
シ
ャ
と
日
本
の
古
典
文
学
の
翻
訳
を
委
嘱
し
て
い
た
。
五
八
年

十
一
月
、
私
は
社
の
外
国
文
学
編
集
部
か
ら
日
本
文
学
関
係
の
集
稿
と
編
集
の
責
任
者
に
指
名
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
彼
と
銭せ

ん
と
う
そ
ん

稲
孫

の
両
人
に
余
人
に
は
で
き
な
い
日
本
の
古
典
文
学
作
品
の
翻
訳
を
さ
せ
る
と
い
う
特
殊
任
務
を
も
、
あ
わ
せ
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
っ

た
の
だ
っ
た
。
当
時
彼
ら
は
、
出
版
社
に
と
っ
て
は
、
い
わ
ば
系
列
外
の
特
約
翻
訳
者
で
あ
っ
た
。
以
後
七
年
の
間
に
私
が
周
作

人
と
の
間
で
手
掛
け
た
の
は
、『
石
川
啄
木
詩
歌
集
』
『
浮
世
床
』
『
枕
草
子
』
『
平
家
物
語
』
の
四
点
、
今
は
そ
の
全
部
が
本
に
な
っ

て
い
る
。
（
中
略
）

周
作
人
の
訳
し
た
『
枕
草
子
』
は
、
王お

う
い
ち
ゆ
う

以
鋳
訳
『
徒
然
草
』
と
一
冊
に
併
せ
て
『
日
本
古
代
随
筆
選
』
の
書
名
で
一
九
八
八
年
に
、

ま
た
『
浮
世
床
』
と
彼
自
身
の
改
訳
を
経
た
『
浮
世
風
呂
』
も
、
『
平
家
物
語
』
や
『
日
本
古
代
随
筆
選
』
と
同
じ
く
『
日
本
文
学

叢
書
』
の
一
冊
と
し
て
一
九
八
九
年
に
、
い
ず
れ
も
周
作
人
の
名
を
冠
し
て
出
版
さ
れ
た
。
彼
の
生
前
渇
望
し
な
が
ら
叶
え
ら
れ

な
か
っ
た
こ
と
が
、
や
っ
と
実
現
し
た
わ
け
で
あ

(1(
(

る
。

　

と
い
う
こ
と
は
、
一
九
五
九
年
一
月
十
四
日
、
周
作
人
の
自
宅
を
訪
れ
た
人
民
文
学
出
版
社
の
二
人
の
う
ち
、
一
人
は
文
潔
若
で
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
一
九
八
八
年
、
人
民
文
学
出
版
社
か
ら
「
周
作
人
」
の
名
前
を
署
名
し
た
こ
と
も
分
か
っ
た
。
こ
の
二
点
か
ら

連
想
し
て
、
人
民
文
学
出
版
社
か
ら
明
記
し
た
「
一
九
六
五
年
」
の
年
次
も
「
根
据
岩
波
書
店
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
第
1(
巻
、

１
９
５
８
年
版
訳
出
」
も
、
責
任
者
で
あ
る
文
潔
若
と
の
関
係
な
い
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
当
時
の
責
任
者
で
あ
る
文
潔

若
が
、
依
頼
か
ら
出
版
ま
で
、
周
作
人
の
翻
訳
し
た
『
枕
草
子
』
の
底
本
は
「
日
本
古
典
文
学
大
系
『
枕
草
子
』
」
で
あ
る
と
い
う
宗
旨

を
変
え
て
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
実
際
に
周
作
人
が
翻
訳
し
た
『
枕
草
子
』
の
底
本
は
三
巻
本
で
は
な
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く
、
能
因
本
系
統
本
文
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
周
作
人
の
食
い
違
う
翻
訳
に
対
し
て
、
文
潔
若
が
出
版
し
な
か
っ
た
の
が
原
因
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

と
こ
ろ
が
、
文
潔
若
は
回
想
文
の
最
後
の
と
こ
ろ
に
、
周
作
人
の
著
訳
は
出
版
さ
れ
て
な
か
っ
た
原
因
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
注
釈

し
て
い
る
。

（
原
注
）
一
九
六
三
年
に
張
夢
麟
〔
日
本
文
学
研
究
家
、
編
集
者
〕
か
ら
聞
い
て
話
で
は
、
周
作
人
が
関
係
方
面
に
手
紙
を
送
っ
て
、

著
訳
書
に
本
名
を
使
う
権
利
の
回
復
を
求
め
た
の
に
対
し
、
上
部
は
『
光
明
日
報
』
紙
上
に
自
己
批
判
を
発
表
し
て
社
会
的
な
諒

解
を
得
る
よ
う
促
し
た
が
、
彼
の
書
い
て
き
た
文
章
は
自
己
弁
護
に
終
始
し
て
い
た
た
め
に
、
結
局
発
表
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
そ

う
で
あ

(1(

(

る
。

　

右
の
注
釈
は
、
周
作
人
の
翻
訳
し
た
『
枕
草
子
』
が
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
に
な
ら
な
い
。
な
ぜ
か
と
言
う
と
、
当
時
の
周
作
人
本

人
が
署
名
し
た
名
前
は
「
周
作
人
」
で
は
な
く
、
「
周
启
明
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
も
し
右
の
注
釈
が
周
作
人
の
訳
し
た
『
枕
草
子
』

を
出
版
し
な
か
っ
た
原
因
だ
と
し
た
ら
、
文
潔
若
が
周
作
人
の
食
い
違
う
翻
訳
の
真
相
を
知
ら
さ
れ
な
か
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
。
も
し
本

当
に
文
潔
若
が
周
作
人
の
食
い
違
う
翻
訳
の
真
相
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
真
実
と
し
た
ら
、
文
潔
若
の
次
の
よ
う
な
回
想
文
と
矛
盾
に

な
る
。周

作
人
の
訳
稿
に
つ
い
て
も
、
私
は
か
な
ら
ず
原
文
を
探
し
て
引
き
合
わ
せ
る
こ
と
に
し
て
は
い
た
が
、
但
し
こ
の
場
合
は
あ
く

ま
で
も
勉
強
の
た

(21

(

め
。

　

右
の
記
録
は
真
実
と
し
た
ら
、
周
作
人
が
訳
し
た
『
春
曙
抄
』
の
原
稿
と
最
初
に
文
潔
若
が
依
頼
し
た
日
本
古
典
文
学
大
系
『
枕
草
子
』

底
本
の
原
文
と
合
わ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
系
統
が
違
う
か
ら
、
前
者
は
能
因
本
系
統
本
文
、
後
者
は
三
巻
本
本
文
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
述
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
て
言
う
と
、
七
十
五
歳
を
超
え
た
有
名
な
文
化
人
で
あ
る
周
作
人
が
人
民
文
学
出
版
社
の
日
本
文
学
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関
係
の
集
稿
と
編
集
の
責
任
者
で
あ
る
文
潔
若
の
話
を
聞
か
ず
、
先
に
前
払
い
原
稿
料
を
貰
っ
て
、
完
成
す
べ
き
任
務
と
し
て
、
勝
手
に

我
儘
で
食
い
違
う
翻
訳
を
提
出
し
た
が
、
い
く
ら
立
派
な
翻
訳
と
し
て
も
、
責
任
者
が
出
版
し
な
か
っ
た
場
合
、
周
作
人
本
人
の
責
任
が

ま
っ
た
く
な
い
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

　

な
ぜ
周
作
人
は
三
巻
本
『
枕
草
子
』
を
拒
否
し
た
の
か
。
こ
の
問
題
は
今
後
の
課
題
と
考
え
た
い
が
、
次
の
節
に
『
枕
草
子
』
を
完
訳

し
た
の
に
、
出
版
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
を
、
如
何
に
周
作
人
に
と
っ
て
反
映
し
た
の
か
、
ま
た
『
枕
草
子
』
を
翻
訳
す
る
間
に
、
訳

者
の
生
活
の
実
態
に
つ
い
て
、
新
し
い
資
料
か
ら
照
合
し
て
み
た
い
。

六　

周
作
人
の
翻
訳
と
生
活
の
実
態

　

お
よ
そ
す
べ
て
の
作
者
や
訳
者
は
、
何
よ
り
自
ら
の
創
作
し
た
作
品
と
翻
訳
し
た
作
品
を
出
版
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
だ
ろ
う
。

周
作
人
は
そ
の
例
外
と
は
言
え
な
い
。
周
作
人
は
一
月
に
完
訳
し
た
『
枕
草
子
』
に
つ
い
て
、
翌
月
、
日
本
の
友
人
安
藤
更
生
の
手
紙
の

中
で
、
『
枕
草
子
』
を
翻
訳
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
一
言
報
告
し
て
い
る
。

周
作
人
→
安
藤
更
生　

１
９
６
１
年
２
月
４
日

　
　

拜
啓　

十
七
日
手
書
拝
見

　
　

枕
草
子
現
已
草
率
譯
了
、

　
　

安
藤
更
生
先
生　

二
月
四
日　

周
作

(21

(

人

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
こ
と
は
、
太
字
の
「
草
率
」
の
表
現
で
あ
る
。
文
字
の
通
り
、
「
草
率
」
の
意
味
に
は
、
仕
事
な
ど
の
や
り
方
が
、

い
い
加
減
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
ぞ
ん
ざ
い
で
あ
る
こ
と
。
つ
ま
り
そ
れ
は
ぞ
ん
ざ
い
な
翻
訳
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
読
め
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る
が
、
周
作
人
の
謙
虚
な
言
い
方
と
も
取
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
『
枕
草
子
』
に
対
し
て
翻
訳
の
態
度
の
本
音
と
も
考
え
る
。
な
ぜ
か

と
言
う
と
、
前
払
い
原
稿
料
を
貰
っ
て
か
ら
任
務
を
完
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
背
景
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
『
枕
草
子
』
を
翻

訳
す
る
こ
と
は
し
か
た
な
い
、
出
版
社
か
ら
頼
ま
れ
た
仕
事
で
あ
り
、
自
ら
の
生
き
る
生
活
費
の
為
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
周

作
人
と
香
港
の
友
人
鮑
耀
明
の
間
の
書
簡
に
も
見
え
る
。

　
　

一
九
六
一
年
四
月
二
十
五
日
來
信

　
　

耀
明
先
生
：

　
　

（
前
略
）

　
　

枕
草
子
雖
有
全
譯
、
但
此
乃
係
稲
粱
之
謀
、
覚
得
甚
是
粗
糙
。
且
稿
擱
在
公
家
、
亦
未
ト
何
時
得
以
出
世

(22

(

也
。

（
枕
草
子
の
全
訳
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
あ
れ
は
生
活
費
を
稼
ぐ
た
め
で
あ
る
。
極
め
て
雑
な
訳
と
思
っ
て
い
る
。
し
か
も
原
稿
は
政

府
の
出
版
社
に
放
置
さ
れ
、
何
時
出
版
で
き
る
の
か
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な
い
。
）

　

や
は
り
周
作
人
は
自
ら
翻
訳
し
た
『
枕
草
子
』
が
気
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
出
版
社
か
ら
出
版
す
る
返
事
は
ず
っ
と
な
か
っ
た
。
訳

者
に
と
っ
て
周
作
人
の
辛
い
心
情
は
誰
で
も
分
か
る
だ
ろ
う
。
ま
た
周
作
人
は
後
に
『
知
堂
回
想
録
』
の
中
で
も
、
『
枕
草
子
』
の
翻
訳

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

一
九
六
〇
年
起
手
翻
訳
『
枕
之
草
紙
』
、
這
部
平
安
時
代
女
流
作
家
的
随
筆
太
是
有
名
了
、
本
来
是
不
敢
嘗
試
、
後
来
却
勉
強
担
負

下
来
了
、
却
是
始
終
覚
得
不
満
意
、
覚
得
是
超
過
自
己
的
力
量
的
工

(23

(

作
。

（
一
九
六
〇
年
か
ら
『
枕
草
子
』
の
翻
訳
を
始
め
た
。
こ
の
平
安
時
代
女
流
作
家
の
随
筆
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
、
本
来
で
は
翻
訳

し
て
試
す
勇
気
が
な
く
、
後
に
無
理
に
担
当
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
や
は
り
最
初
か
ら
最
後
ま
で
の
満
足
で
き
ず
、
自
分
の
能
力

を
超
え
た
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
た
。
）
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右
の
回
想
文
か
ら
見
る
と
、
訳
者
は
心
掛
け
て
翻
訳
し
た
『
枕
草
子
』
の
事
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
ま
だ
出
版
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
翻
訳

し
た
『
枕
草
子
』
に
対
す
る
心
情
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
一
九
六
〇
年
代
、
周
作
人
は
ど
の
よ
う
な
生
活
の
状
況
で
『
枕
草
子
』
を
翻
訳

し
た
の
か
。

　

か
つ
て
劉
岸
偉
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

周
作
人
の
『
枕
草
子
』
翻
訳
は
、
一
九
六
〇
年
代
の
初
頭
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
家
庭
の
内
外
と
も
比
較
的
平
穏
な
時
期
と
重
な
っ

て
い
る
。
一
九
六
〇
年
一
月
よ
り
、
原
稿
料
の
前
払
い
と
し
て
毎
月
に
四
百
元
を
人
民
文
学
出
版
社
か
ら
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
物
質
不
足
で
、
し
ば
し
ば
香
港
の
友
人
に
食
べ
物
を
送
っ
て
も
ら
う
の
も
こ
の
時
期
で
あ
っ
た
が
、
生
活
も
気
持
ち
も
相
対

的
に
安
定
し
て
い

(24

(

た
。

　

こ
れ
は
劉
岸
偉
の
理
想
的
な
感
想
で
あ
ろ
う
。
し
ば
し
ば
友
人
へ
食
べ
物
を
求
め
る
生
活
は
、
ど
う
し
て
も
「
落
ち
着
い
た
」
生
活
と

は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
不
安
と
圧
力
で
切
迫
し
て
い
た
生
活
の
中
で
一
所
懸
命
に
奮
闘
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

例
え
ば
、
鮑
耀
明
が
編
集
し
た
『
周
作
人
晩
年
書
信
』
（
香
港
真
文
化
出
版　

一
九
九
七
）
を
見
る
と
、
一
九
六
〇
年
代
の
周
作
人
の

生
活
実
態
が
見
え
る
。
鮑
耀
明
は
商
売
人
で
あ
る
の
で
お
金
に
余
裕
が
あ
り
、
周
作
人
の
要
求
を
百
パ
ー
セ
ン
ト
満
足
さ
せ
て
い
る
。
鮑

耀
明
は
周
作
人
に
サ
イ
ン
、
写
真
、
ま
た
魯
迅
の
字
蹟
を
求
め
て
い
る
。
周
作
人
の
『
枕
草
子
』
翻
訳
の
開
始
と
完
成
の
間
に
、
前
述
し

た
近
年
で
公
開
さ
れ
た
日
記
と
香
港
及
び
日
本
の
友
人
の
書
簡
を
合
わ
せ
て
、
実
際
の
周
作
人
の
生
活
状
況
と
翻
訳
す
る
実
態
が
次
の
よ

う
に
な
る
。
日
本
語
の
意
味
を
「
（ 

）
」
に
付
け
た
。

　
　

一
九
五
九
年
十
一
月
十
一
日
（
周
作
人
１
９
５
９
年
日
記
）

　
　

下
午
勉
强
译
书
，
成
《
枕
草
子
》
一
纸
，
今
日
不
过
是
起
头
试
译
耳
。

　
　

（
午
後
、
無
理
に
本
を
訳
す
、
一
枚
『
枕
草
子
』
に
な
り
、
た
だ
今
日
は
始
め
て
試
す
訳
だ
け
だ
。
）
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一
九
五
九
年
十
一
月
二
十
六
日
（
周
作
人
１
９
５
９
年
日
記
）

　
　

徐
女
士
来
访
信
子
，
馈
鱼
、
米
。
晚
食
鱼
，
甚
佳
，
年
来
仅
见
也
。

　
　

（
徐
様
が
信
子
を
会
う
に
来
て
、
魚
と
米
を
頂
い
た
。
当
晩
、
今
年
初
め
て
魚
を
食
べ
た
、
非
常
に
良
か
っ
た
。
）

　
　

一
九
五
九
年
十
二
月
十
六
日
（
周
作
人
１
９
５
９
年
日
記
）

　
　

上
午
中
国
书
店
来
二
人
收
购
中
文
古
书
，
售
去
八
十
部
，
共
百
六
十
五
元
，
两
共
售
得
三
百
元
。

　
　

（
午
前
、
中
国
書
店
の
二
人
が
漢
文
古
本
を
買
い
集
め
来
た
、
八
十
部
を
売
っ
た
、
計
百
六
十
五
元
、
両
方
全
部
三
百
元
。
）

　
　

一
九
六
〇
年
六
月
三
日　

（
周
作
人
・
鮑
耀
明
書
簡
）

　
　

欲
請
費
神
買
盬
煎
餅
一
盒
寄
下
、

　
　

（
六
月
三
日
、
ご
面
倒
で
す
が
ひ
と
箱
の
塩
煎
餅
を
送
っ
て
下
さ
い
。
）

　
　

一
九
六
〇
年
六
月
十
八
日
（
周
作
人
・
鮑
耀
明
書
簡
）

　
　

得
鮑
耀
明
十
三
日
信
云
已
寄
出
盬
煎
餅
一
罐
。

　
　

（
十
三
日
、
鮑
耀
明
の
手
紙
が
届
い
た
、
す
で
に
一
罐
の
塩
煎
餅
を
送
っ
て
く
れ
た
。
）

　
　

一
九
六
〇
年
六
月
二
十
六
日
（
周
作
人
・
鮑
耀
明
書
簡
）

　
　

得
鮑
耀
明
寄
盬
煎
餅
一
盒
。

　
　

（
二
十
六
日
、
鮑
耀
明
か
ら
送
っ
て
き
た
ひ
と
箱
の
煎
餅
を
受
け
た
。
）

　
　

一
九
六
〇
年
七
月
一
日
（
周
作
人
・
鮑
耀
明
書
簡
）

　
　

擬
工
作
因
不
快
而
止
、
似
病
又
發
作
也
。

　
　

（
仕
事
の
つ
も
り
が
不
愉
快
で
止
め
た
、
な
ん
と
な
く
病
気
の
発
作
が
起
き
る
ら
し
い
。
）
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一
九
六
〇
年
七
月
三
日
（
周
作
人
・
鮑
耀
明
書
簡
）

　
　

今
日
又
不
快
、
未
工
作
。

　
　

（
今
日
も
又
不
愉
快
で
、
仕
事
を
し
な
か
っ
た
）

　
　

一
九
六
〇
年
八
月
十
九
日
（
周
作
人
・
鮑
耀
明
書
簡
）

　
　

中
國
書
店
王
姓
來
看
舊
書
，
售
去
百
漢
碑
冊
等
英
文
及
新
刊
雑
書
，
估
價
百
元
。

　
　

（
中
国
書
店
の
王
さ
ん
が
古
本
を
見
に
来
た
。
百
冊
の
漢
碑
冊
な
ど
の
英
文
書
及
び
新
刊
の
雑
書
を
売
っ
た
、
見
積
百
元
。
）

　
　

一
九
六
〇
年
十
二
月
十
日　

（
周
作
人
・
鮑
耀
明
書
簡
）

　
　

前
承
賜
肉
体
的
食
糧
、
現
欲
更
賜
予
精
神
的
食
糧
也
。　

　
　

（
先
日
、
肉
体
の
食
糧
を
頂
き
ま
し
た
。
今
度
ご
面
倒
で
す
が
精
神
の
食
糧
を
頂
き
た
い
で

(25

(

す
）

　
　

一
九
六
一
年
二
月
四
日
（
周
作
人
・
安
藤
更
生
書
簡
）

　
　

枕
草
子
現
已
草
率
譯
了
、

　
　

（
現
在
、
枕
草
子
の
ぞ
ん
ざ
い
な
訳
を
完
了
し
ま
し
た
。
）

　

右
の
よ
う
に
、
明
ら
か
に
し
た
一
九
五
九
年
十
一
月
十
一
日
か
ら
一
九
六
一
年
二
月
四
日
ま
で
の
期
間
は
、
周
作
人
の
『
枕
草
子
』
の

翻
訳
の
期
間
で
あ
る
。
お
よ
そ
一
年
三
ヵ
月
近
い
期
間
で
、
し
か
も
七
十
四
歳
か
ら
、
七
十
五
歳
、
七
十
六
歳
に
か
け
て
の
老
人
で
、
日

本
古
典
の
中
の
古
典
で
あ
る
『
枕
草
子
』
（
能
因
本
）
を
完
訳
し
た
。
優
れ
た
業
績
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
日
々
一
枚
か
二
枚
か
く
ら

い
で
、
し
か
も
毛
筆
で
書
き
翻
訳
の
大
変
な
作
業
を
想
像
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
い
。
も
っ
と
大
変
な
こ
と
は
、
右
の
よ
う
に
、
体
調
を

崩
す
不
安
や
圧
迫
な
苦
し
い
生
活
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
知
識
人
に
と
っ
て
は
、
自
ら
収
蔵
さ
れ
た
書
籍
を
売
る
こ
と
は
辛
い
こ
と
だ
ろ
う
。

そ
れ
は
仕
方
な
い
少
し
で
も
お
金
が
欲
し
い
。
し
か
し
ま
た
新
し
い
書
籍
を
欲
し
が
っ
て
、
友
人
に
「
精
神
的
食
糧
」
を
お
願
い
す
る
し
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か
な
い
。
例
え
ば
、

　
　

一
九
六
〇
年
十
二
月
十
三
日　

（
周
作
人
・
鮑
耀
明
書
簡
）

　
　

夏
目
伸
六
一
書
、
頃
已
蒙
北
大
友
人
代
爲
借
出
、
得
以
看
到
、
所
以
已
可
不
必
買
了
、
獅
子
文
六
之
作
則
仍
乞
「
取

(2(

(

寄
」

（
夏
目
伸
六
の
本
は
、
今
頃
す
で
に
北
京
大
学
の
友
人
か
ら
借
り
ら
れ
、
読
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
だ
か
ら
買
う
こ
と
が
必
要

な
く
な
り
ま
し
た
。
獅
子
文
六
の
作
品
は
相
変
わ
ら
ず
ま
た
お
願
い
い
た
し
ま
す
「
取
り
寄
せ
」
）

　

何
よ
り
手
紙
や
書
簡
な
ど
の
文
献
は
最
も
信
憑
性
が
高
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
周
作
人
が
鮑
耀
明
に
送
っ
た
手
紙
の
中
に
は
、
物
を
求

め
る
時
に
、
必
ず
「
請
」
や
「
賜
」
や
「
乞
」
の
よ
う
な
文
字
を
使
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
言
葉
の
意
味
に
は
、
物
乞
い
イ
メ
ー
ジ
が
な

い
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
ま
さ
に
銭
理
群
が
分
析
し
た
よ
う
に
、
当
時
の
周
作
人
に
と
っ
て
最
も
不
安
な
こ
と
は
経
済
的
な
圧
力
で
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
銭
理
群
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

从
１
９
６
１
年
底
开
始
，
周
作
人
把
一
直
秘
不
视
人
的
《
日
记
》
也
拿
出
来
卖

(2(

(

了
。

　

（
一
九
六
一
年
末
か
ら
、
周
作
人
は
ず
っ
と
密
か
に
持
っ
て
い
た
人
に
見
せ
な
い
『
日
記
』
を
出
し
て
売
る
こ
と
に
な
っ
た
。
）

　

銭
理
群
が
言
わ
れ
た
通
り
、
「
魯
迅
博
物
館
は
、
一
千
八
百
元
で
周
作
人
の
日
記
を
買
上
げ
、
「
文
物
」
と
し
て
保
存
し

(2(

(

た
。
」

　

こ
の
よ
う
な
生
活
状
況
の
中
で
、
周
作
人
が
任
務
を
完
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
三
巻
本
『
枕
草
子
』
底
本
を
変
え
て
、
能
因
本
で
あ

る
『
枕
草
子
』
を
完
訳
し
た
の
が
、
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
。
無
論
、
前
払
い
原
稿
料
を
貰
っ
て
い
る
周
作
人
は
我
儘
で
出
版
社
か
ら
頼
ま

れ
た
底
本
を
勝
手
に
変
え
た
こ
と
に
過
失
が
な
い
と
は
言
え
な
い
が
、
し
か
も
旧
知
識
人
の
も
っ
た
い
ぶ
る
様
子
で
責
任
者
で
あ
る
文
潔

若
に
待
遇
し
た
。
か
つ
て
責
任
者
で
あ
る
文
潔
若
が
周
作
人
の
印
象
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
周
作
人
は
時
と
し
て
人
に
傲
慢
な

印
象
を
与
え
る
こ
と
が
あ
っ

(2(

(

た
。
」
も
し
当
時
の
周
作
人
は
文
潔
若
に
優
し
く
し
て
い
た
ら
、
『
枕
草
子
』
を
早
め
に
出
版
さ
れ
た
か
も
し

れ
な
い
。
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七　

お
わ
り
に

　

以
上
、
周
作
人
が
『
枕
草
子
』
を
翻
訳
す
る
経
緯
と
実
態
を
考
察
し
て
き
た
。
ま
ず
、
周
作
人
は
中
国
現
代
文
化
名
人
で
あ
る
魯
迅
の

弟
と
し
て
、
そ
の
背
景
を
遡
っ
て
み
た
。
特
に
周
作
人
か
ら
中
国
政
府
の
要
人
に
送
っ
た
手
紙
を
部
分
的
に
紹
介
し
た
。
特
別
文
化
人
と

し
て
、
中
国
政
府
か
ら
周
作
人
に
日
本
古
典
文
学
を
翻
訳
す
る
仕
事
を
与
え
た
背
景
を
述
べ
た
。
そ
し
て
、
一
九
五
一
年
人
民
文
学
出
版

社
が
成
立
、
周
作
人
が
毎
月
前
払
い
翻
訳
料
を
受
け
取
っ
て
、
多
く
の
翻
訳
の
業
績
を
積
み
重
ら
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
五
九
年
、

人
民
文
学
出
版
社
か
ら
日
本
古
典
文
学
大
系
『
枕
草
子
』
翻
訳
を
依
頼
し
た
が
、
周
作
人
は
拒
否
し
た
。
そ
し
て
、
前
払
い
翻
訳
料
を
頂

い
た
た
め
、
翻
訳
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
北
村
季
吟
『
春
曙
抄
』
（
池
田
亀
鑑
校
訂
）
を
変
え
て
翻
訳
し
た
が
、
す
ぐ
に
出
版
さ

れ
な
か
っ
た
。
そ
の
原
因
と
理
由
に
つ
い
て
、
近
年
公
開
さ
れ
た
周
作
人
と
友
人
（
香
港
、
日
本
）
の
手
紙
と
書
簡
か
ら
、
周
作
人
が
送
っ

た
翻
訳
の
原
稿
が
、
出
版
社
か
ら
依
頼
し
た
日
本
古
典
文
学
大
系
『
枕
草
子
』
底
本
と
食
い
違
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た

当
時
の
余
裕
の
は
な
い
周
作
人
の
『
枕
草
子
』
翻
訳
の
生
活
と
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
。

〔
注
〕

（
1
）
『
魯
迅
全
集
』
第
十
六
巻
（
附
集
）
「
魯
迅
著
訳
年
表
」
（
人
民
文
学
出
版
社　

一
九
八
一
）
七
頁
。

（
2
）
『
魯
迅
全
集
』
第
十
六
巻
（
附
集
）
「
魯
迅
著
訳
年
表
」
（
人
民
文
学
出
版
社　

一
九
八
一
）
八
頁
。

（
3
）
『
魯
迅
全
集
』
第
十
六
巻
（
附
集
）
「
魯
迅
著
訳
年
表
」
（
人
民
文
学
出
版
社　

一
九
八
一
）
一
一
頁
。

（
4
）
『
魯
迅
全
集
』
第
十
六
巻
（
附
集
）
「
魯
迅
著
訳
年
表
」
（
人
民
文
学
出
版
社　

一
九
八
一
）
一
二
頁
。
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（
5
）
張
菊
香
、
張
鉄
栄
編
著
『
周
作
人
年
譜
』
（
天
津
人
民
出
版
社　

二
〇
〇
〇
）
な
ど
を
参
照
し
た
。

（
(
）
『
魯
迅
全
集
』
第
十
六
巻
（
附
集
）
「
魯
迅
著
訳
年
表
」
（
人
民
文
学
出
版
社　

一
九
八
一
）
一
三
頁
。

（
(
） 
伊
藤
徳
也
「
周
作
人
・
魯
迅
を
む
ぐ
る
日
中
文
化
交
流
」
『
岩
波
講
座
「
帝
国
」
日
本
の
学
知
』
第
五
巻　

東
ア
ジ
ア
の
文
学
・
言

語
空
間
」
「
責
任
編
集
」
藤
井
省
三
（
岩
波
書
店　

二
〇
〇
六
）
六
頁
。

（
(
） 

周
作
人
「
歌
咏
児
童
的
文
学
」
『
宇
宙
風
』
「
晨
報
附
刊
」
中
華
民
国
十
二
年
二
月
二
十
一
日
・
日
曜
日
（
影
印
）
、
（
人
民
文
学
出

版
社　

一
九
八
一
）
第
三
版
。

（
(
）
程
光
煒
編
『
周
作
人
評
説
(1
年
』
（
中
国
華
僑
出
版
社　

一
九
九
九
）
三
八
頁
。

（
11
）
同
（
5
）
。

（
11
）
同
（
5
）
。

（
12
）
木
山
英
雄
『
周
作
人
「
対
日
協
力
」
の
顛
末
』
（
岩
波
書
店　

二
〇
〇
四
）
三
九
三
～
四
〇
四
頁
。

（
13
）
同
（
5
）
。

（
14
） 

成
仲
恩
「
周
作
人
自
訂
年
譜
及
戦
後
訳
著
書
目
」
『
南
北
極
』
第
五
十
六
期
（
香
港　

一
九
七
五
年
）
※
タ
イ
ト
ル
と
本
文
の
漢
字

は
す
べ
て
現
代
日
本
語
の
漢
字
に
表
記
し
た
。
五
〇
～
五
一
頁
。

（
15
） 

周
吉
宜
整
理
「
周
作
人
１
９
５
９
年
日
記
」
『
中
国
現
代
文
学
研
究
叢
刊
（
月
刊
）
』
第
四
期
、
総
第
二
二
五
期
」
（
中
国
現
代
文
学

研
究
叢
刊
編
集
部　

二
〇
一
八
）
八
〇
頁
。

（
1(
）
同
（
15
）
八
一
頁
。

（
1(
）
同
（
15
）
一
〇
四
頁
。

（
1(
）
同
（
12
）
四
七
三
～
四
七
五
頁
。
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（
1(
）
同
（
12
）
四
八
五
頁
。

（
21
）
同
（
12
）
四
七
六
頁
。

（
21
） 
徳
泉
さ
ち
「
周
作
人
・
安
藤
更
生
往
来
書
簡
（
1
）
」
『
早
稲
田
大
学
會
津
八
一
記
念
博
物
館
研
究
紀
要
』
第
1(
号
（
早
稲
田
大
学

會
津
八
一
記
念
博
物
館　

二
〇
一
七
）
三
〇
～
四
〇
頁
。

（
22
）
鮑
耀
明
『
周
作
人
晩
年
書
信
』
（
香
港
真
文
化
出
版　

一
九
九
七
）
四
六
〇
頁
。

（
23
）
周
作
人
『
知
堂
回
想
録
』
下
冊
（
香
港
三
育
図
書
文
具
公
司　

一
九
七
〇
）
六
三
七
頁
。

（
24
）
劉
岸
偉
『
周
作
人
伝
―
―
あ
る
知
日
派
文
人
の
精
神
史
―
―
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房　

二
〇
〇
一
）
四
七
〇
頁
。

（
25
）
同
（
21
）
と
（
22
）
を
参
照
。

（
2(
）
同
（
22
）
二
三
頁
。

（
2(
）
銭
理
群
『
周
作
人
伝
』
（
北
京
十
月
文
芸
出
版
社　

一
九
九
〇
）
五
二
四
～
五
二
七
頁
。

（
2(
）
同
（
12
）
三
二
八
頁
。

（
2(
）
同
（
12
）
四
七
七
頁
。
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